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研究開発成果等の概要 

 

「（別紙）研究開発成果等の概要」を参照。  
○ 実績（１）に示すように，全ての目標値を達成することができた。視察・研修を多数受

け入れることができたのは，社会的インパクトの創出と広域展開につながる成果である。 
○ 実績（２）に示すように，計 14回の実証授業を実施できた。主には東広島市内の学校を

つないで，一部は北海道や鹿児島の学校をつないで，遠隔多拠点型の合同授業を実施で

きた。 
○ 実績（３）に示すように，公共的対話の意義を実感したという子どもの声が寄せられた。

またそのことが，メディア等で広く市民に発信された。 
○ 実績（４）に示すように，遠隔・オンラインとリアルを組み合わせたＤＸの取組，及び

大学院生支援者の取組を評価していただいた。海外にベンチマークを設定し，強みや課

題を明確化できた。 
○ 実績（５）に示すように，2024 年度の実証授業の計画を策定できた。対象を社会科から

総合的な学習の時間へ拡張するとともに，小学校３年から中学校３年まで一貫して実施

する予定である。 
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